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JIS Ｚ 3410 (ISO 14731) / WES 8103による 
２０２４年度 前期 溶接管理技術者 再認証審査についてのお知らせ 

⼀般社団法⼈ ⽇本溶接協会 溶接管理技術者評価委員会 

 
溶接管理技術者は、認証後５ヶ年を経過する前に再認証審査を受けなければなりません。再認証審査は原則、
再認証審査申請書に基づく①書類審査を⾏った上、別表記載の各地で開催する②評価試験（ガイダンス、問題
演習及び筆記試験）により実施いたします。 

 

 

＜実施要領＞ 
１．再認証の対象者 

認証取得（登録）から５年⽬（サーベイランスを受けて３年⽬）を迎える、下記の認証者が対象となります。 
 

認証等級 有効期限： 2024年8月31日 有効期限： 2025年2月28日 

特別級 

ＳＲ０３０９６ ～ ＳＲ０３２４３ ＳＲ０３２４４ ～ ＳＲ０３４５１ 

ＳＲ０５９８２ ～ ＳＲ０６１１８ ＳＲ０６１２２ ～ ＳＲ０６１８０ 

Ｓ９９０００１ ～ Ｓ９９００１７ Ｓ９９００１８ ～ Ｓ９９００６５ 

Ｓ０４０００１ ～ Ｓ０４０００７ Ｓ０４０００８ ～ Ｓ０４００４１ 

Ｓ０９０００１ ～ Ｓ０９０００５ Ｓ０９０００６ ～ Ｓ０９００２１ 

Ｓ１４０００１ ～ Ｓ１４００１２ Ｓ１４００１３ ～ Ｓ１４００２８ 

Ｓ１９０００１ ～ Ｓ１９００１６ Ｓ１９００１７ ～ Ｓ１９００３７ 

１ 級 

１Ｒ０３０９６ ～ １Ｒ０３２４３ １Ｒ０３２４４ ～ １Ｒ０３４５１ 

１Ｒ０５９８２ ～ １Ｒ０６１１８ １Ｒ０６１２２ ～ １Ｒ０６１８０ 

１９９０００１ ～ １９９０２８５ １９９０２８８ ～ １９９０４５４ 

１０４０００１ ～ １０４０１２３ １０４０１２４ ～ １０４０２８２ 

１０９０００１ ～ １０９０２１２ １０９０２１３ ～ １０９０４３６ 

１１４０００１ ～ １１４０１６２ １１４０１６３ ～ １１４０４３４ 

１１９０００１ ～ １１９０２０７ １１９０２０８ ～ １１９０４３３ 

２ 級 

２Ｒ０９０５１ ～ ２Ｒ１０１８４ ２Ｒ００００１ ～ ２Ｒ００４２３ 

２Ｒ２２１４１ ～ ２Ｒ２２８８９ ２Ｒ１０１８５ ～ ２Ｒ１０７７３ 

２９９０００１ ～ ２９９０８９３ ２Ｒ２２８９７ ～ ２Ｒ２３３６２ 

２０４０００１ ～ ２０４０４５１ ２９９０９０４ ～ ２９９１５７７ 

２０９０００１ ～ ２０９０７０４ ２０４０４５２ ～ ２０４０９１９ 

２１４０００１ ～ ２１４０６２７ ２０９０７０５ ～ ２０９１５９４ 

２１９０００１ ～ ２１９０７４２ ２１４０６２８ ～ ２１４１５７７ 

― ２１９０７４３ ～ ２１９１５７７ 

審査の機会 

（次頁参照） 

2024年 4～6月（今回が最後の案内となります。必ず 

受審してください。） 
2024年4～6月(今回)又は2024年 9～11月(次回：予定)

のどちらかとなります。 

 
２．再認証審査の内容 

再認証審査は、①書類審査と②評価試験により実施します。なお、必要と認められた場合には、⼆次審査が⾏な
われることもあります。 

※ 評価試験会場では、パソコン、タブレット、腕時計型端末等の電⼦機器類の使⽤は禁⽌しております。 
筆記試験中は、必ず電源をお切りください。また、時計として使⽤することもできません。 

※ 試験中以外でも、会場内での写真撮影、録⾳、動画撮影は禁⽌しております。 
 



 
３．審査の機会 

１年間に２回（原則として4〜6⽉及び9〜11⽉）実施する再認証審査の内、どちらかの機会で再認証審査を受けなけ
ればなりません。 
3.1：有効期限が2024年8⽉31⽇までの⽅ : 今回で受審をされませんと有効期限が切れ、失効となります。 

3.2：有効期限が2025年2⽉28⽇までの⽅ : 今回、⼜は次回の再認証審査（2024年9〜11⽉実施予定分）で受審して 
ください。次回のご案内は2024年8⽉頃発送予定です。 

3.3：2022年度の再認証審査から会場審査と併⽤して在宅審査を導⼊しております。在宅審査の申請や実施⽅法の
詳細は、別紙『2024年度前期 再認証審査 在宅審査 実施要領』をご覧ください。また、会場審査へ申請した
場合も、⾏政の要請により、直前でも在宅審査へご変更頂く可能性がございます。変更の場合には当協会ホー
ムページに掲載しますので、適宜ご確認願います（変更がない場合の通知はありません）。 

 

４．評価試験について 
4.1：評価試験の内容（評価試験は次の3項⽬で構成されます。） 

（１）ガイダンス［溶接品質マネジメントの国際化動向、最近の溶接技術の進展、溶接規格の改訂動向、 
溶接構造物のトピックス等の紹介及び解説］ 

（２）問題演習とその解説（１級及び２級を対象） 

（３）筆記試験 

4.2：筆記試験の概要（詳細は当⽇説明いたしますが、次の点を予めご確認願います。） 

（１）全等級で参考図書の持ち込み、閲覧を認めます。（当⽇配付する「演習問題集＜２級・１級＞」は除く。） 
（２）特別級は、溶接に関するテーマ（例えば、溶接管理技術者の職務にて経験された成功例・失敗例・事故例など）で、

レポート（⼩論⽂形式：4枚分）を直筆にて記述して提出してください。パソコン等の電⼦機器の持ち込み、
使⽤は認めません。また、⼩論⽂を意識した記述をしてください（背景、問題提起、詳細説明、理論的根拠、考
察、対論、結論、提案などが順序⽴てて明解に、⽂章によって記述されていること。図・表・イラストなどは説明のための
補助的なものとし、事前に⽤意された図表などの貼付は認めません）。試験時間は２時間。 

（３）１級は、記述式の筆記試験を⾏います。問題数は４題、試験時間は１時間。 

（４）２級は、解答選択式の筆記試験を⾏います。問題数は10題、試験時間は１時間。 

4.3：教材  
評価試験の当⽇、「溶接施⼯管理技術の進歩」、「溶接管理技術者 再認証 参考資料」、「演習問題集＜２級・
１級＞」（全てA4版）を配付いたします。持参の必要な教材はございませんが、筆記試験⽤に参考図書を持ち込
んでも構いません。但し、試験中は電⼦教材の閲覧はできません（電⼦機器類は会場内では使⽤禁⽌）。 

4.4：定員 
各審査会場の収容可能⼈数となり、先着順での受付となります。定員を超過した場合には他の審査会場、 
他時期に回っていただくこともございますので、有効期限の迫った⽅は、お早めにお申し込みください。 

4.5：受審票の送付 
受審票は書類審査終了後、順次発送を開始します。4⽉1⽇以降に申請書を提出された⽅については受審票の発
送まで2週間程度かかります。受審票は申請書に記⼊された住所へ受審者本⼈宛に送付いたします。余裕をも
ってお早めにお申込みください。当⽇は受審票、筆記⽤具と必要事項を記⼊した「受審者体調確認書」を必ず
ご持参ください。 

4.6：実施時間 
   9時30分 〜 17時00分頃 

※ 会場では原則、時計の準備がございません。試験中に時間の確認が必要な⽅は腕時計等をご持参ください。但し、 
スマートウォッチ、スマートフォン、携帯電話、パソコン、タブレット等の電⼦機器での時間確認はできません。 

 
 



 
4.7：評価試験会場及び実施⽇ 

下記の⽇程より評価試験会場及び実施⽇を選択し、受審地、コード、受審⽇を再認証審査申請書にご記⼊ 
ください。「等級」欄に、★印の付いている受審⽇は「特別級・１級」と「２級」に部屋を分けてガイダンス
を実施いたします。筆記試験は全⽇程で同様の形式で⾏います。 
 

受審地 ｺｰﾄﾞ 等級 受審⽇ 審 査 会 場 

札 幌 Ａ 全等級 5 ⽉ 31 ⽇(⾦) TKP 札幌駅カンファレンスセンター（札幌市北区北 7 条⻄ 2-9） 
仙 台 B 全等級 5 ⽉ 13 ⽇(⽉) ハーネル仙台（仙台市⻘葉区本町） 
仙 台 Ｃ 全等級 5 ⽉ 23 ⽇(⽊) ハーネル仙台（仙台市⻘葉区本町） 
千 葉 Ｄ 全等級 5 ⽉ 15 ⽇(⽔) ペリエホール（千葉市中央区新千葉） 
千 葉 Ｅ 全等級 6 ⽉ 06 ⽇(⽊) ペリエホール（千葉市中央区新千葉） 
東 京 Ｆ ★ 5 ⽉ 24 ⽇(⾦) ビジョンセンター東京 京橋（中央区京橋） 
東 京 Ｇ ★ 5 ⽉ 30 ⽇(⽊) ビジョンセンター東京 京橋（中央区京橋） 
東 京 Ｈ ★ 6 ⽉ 05 ⽇(⽔) ビジョンセンター東京 京橋（中央区京橋） 
横 浜 Ｉ ★ 5 ⽉ 22 ⽇(⽔) ビジョンセンター横浜（横浜市⻄区北幸） 
横 浜 J ★ 6 ⽉ 04 ⽇(⽕) ビジョンセンター横浜（横浜市⻄区北幸） 
富 ⼭ K 全等級 5 ⽉ 21 ⽇(⽕) 富⼭商⼯会議所（富⼭市総曲輪） 
名古屋 L ★ 5 ⽉ 10 ⽇(⾦) 名古屋サンスカイルーム（名古屋市中区錦） 
名古屋 M ★ 5 ⽉ 31 ⽇(⾦) 名古屋サンスカイルーム（名古屋市中区錦） 
⼤ 阪 N ★ 4 ⽉ 30 ⽇(⽕) 新⼤阪丸ビル別館（⼤阪市東淀川区東中島） 
⼤ 阪 O ★ 5 ⽉ 14 ⽇(⽕) 新⼤阪丸ビル別館（⼤阪市東淀川区東中島） 
⼤ 阪 P ★ 5 ⽉ 23 ⽇(⽊) 新⼤阪丸ビル別館（⼤阪市東淀川区東中島） 
岡 ⼭ Q 全等級 4 ⽉ 24 ⽇(⽔) 岡⼭コンベンションセンター（岡⼭市北区駅元町） 
広 島 R ★ 6 ⽉ 06 ⽇(⽊) TKP ガーデンシティ広島駅前⼤橋（広島市南区京橋町） 
松 ⼭ S 全等級 5 ⽉ 16 ⽇(⽊) えひめ共済会館（松⼭市三番町） 
福 岡 T ★ 5 ⽉ 13 ⽇(⽉) 福岡県中⼩企業振興センター（福岡市博多区吉塚本町） 
福 岡 U ★ 5 ⽉ 21 ⽇(⽕) 福岡県中⼩企業振興センター（福岡市博多区吉塚本町） 

在 宅 V 全等級 5 ⽉ 15 ⽇(⽔) ※ 詳細については別紙『2024 年度前期 再認証審査 在宅審査 実施要領』をご覧ください 

 

５．再認証審査の申し込みについて 
5.1：費⽤  

（１）申 請 料 ： 6,600円［税抜⾦額： 6,000円、消費税額（10％）：  600円］ 

（２）評価試験料 ：22,000円［税抜⾦額：20,000円、消費税額（10％）：2,000円］ 
 ■上記費⽤は、同封の再認証審査申請書に添付の払込取扱票を使⽤して、郵便局よりお振込みください。 

※ 他の振込⽤紙の使⽤や現⾦書留は、お受けできません。ご了承ください。 

 ■上記費⽤のお振込みに対するインボイス対応電⼦領収書が当協会ホームページから受審番号・⽒名（カタカ
ナ）・⽣年⽉⽇を⼊⼒することでダウンロードすることができます。インボイスの発⾏については別紙の案内
をご確認ください。 

5.2：申請書の送付 
（１）再認証審査申請書に必要事項（受審地・コード・受審⽇・職務経歴など）を記⼊し、裏⾯に振替払込請求書兼受

領証あるいはご利⽤明細票のコピーを貼り、下記の送付先へ申請締切⽇までに送付してください。 
（振替払込請求書兼受領証あるいはご利⽤明細票のコピーのない場合は、受付できませんのでご注意ください。また、適格性
証明書の同封は不要です。） 



 

(２) 必ず縦 4.5ｃｍ、横 3.5ｃｍの鮮明な証明⽤写真（最近６か⽉以内撮影の脱帽正⾯肩より上のもの）をのり付けし、
申請書に添付してください。この写真は会場での受審者の本⼈確認、及び新しく発⾏する適格性証明書の
添付写真として使⽤いたします。 

（３）送付先 ： 〒101-0025 東京都 千代⽥区 神⽥佐久間町 4-20 (TEL) 03-5823-6325 
     ⼀般社団法⼈ ⽇本溶接協会 溶接管理技術者 再認証審査事務局 

5.3：申請締切⽇ 
     締切⽇ ： 2024年 3⽉ 25⽇（⽉）必着  

（クレジット・システムを利⽤しての申請の場合、締切⽇が異なります。詳しくは下記をご参照ください。） 
5.4：⾝体的障害等による理由から、当⽇の受審に不安のある⽅は、事前に事務局までご連絡ください。 

 

６．申請の取り消しについて 
再認証審査申請書の受付後に申請を取り消す場合は、費⽤から⼿数料1,100円（消費税 10 ％を含む）を差し引
いて返⾦いたします。なお、申請締切⽇以降に取り消す場合には、費⽤の返⾦はいたしません。 

 

７．審査結果の通知 
再認証審査の合否は、2024年7⽉下旬に受審票と同じ送付先へ郵送にて通知いたします。 

 

８．再認証登録⼿続きと新しい適格性証明書の交付 
8.1：合格者は、登録⼿続きを⾏う必要があります。合否通知書に同封する登録申請書によりお⼿続きください。

登録費⽤は 19,800 円(消費税 10 ％を含む)です。登録⼿続きが⾏われないと、資格は更新されず、新しい適
格性証明書も交付されません。なお、インボイス対応電⼦領収書は再認証費⽤と同様に当協会ホームペー
ジから適格性証明書番号・⽒名（カタカナ）・⽣年⽉⽇を⼊⼒することでダウンロードすることができます。
インボイス対応電⼦領収書の発⾏は、適格性証明書受領の 1 週間後からがダウンロード可能⽇の⽬安とな
りますこと、予めご了承ください（事務局から書⾯での発⾏はいたしません）。詳細は、登録申請書に同封
する案内をご確認ください。 

8.2：締切⽇までに登録⼿続きが⾏われた場合、新しい適格性証明書は、現有する証明書の有効期限の約１週間
前に交付します。申請者の有効期限によっては登録申請書を⻑期保管いたします。予めご了承ください。 

 

 

★クレジット・システムのご案内 
この制度は再認証審査の内、評価試験（ガイダンス、問題演習及び筆記試験）を免除（クレジット・システムで代替）するものです。
登録期間中の過去5年間（60か⽉）において、溶接管理技術者に要求される技術分野に関した⽂筆活動や講演会、シンポジウ
ムへの参加などにより、クレジット・ポイントを36ポイント以上獲得したことが証明できる場合に限定しております。ポイ
ント換算の詳細は別紙、「溶接管理技術者の再認証についてのクレジット・システム」をご参照ください。クレジット・シス
テムの適否については、厳格で適正な審査を⾏います。 

   クレジット・システム審査 申込締切⽇ ： 3⽉18⽇（⽉）必着  

・クレジット・システム審査申請書と再認証審査申請書とを併せてご提出ください。 
・再認証審査申請書の必要事項も漏れなくご記⼊ください。 
・クレジット・システム審査申請者も、申請料及び評価試験料をお振込みください。 
・クレジット・システムの審査結果(受審票)は、4⽉中旬に郵送いたします。 

 

 

★ＣＰＤＳ等の制度について 
CPDS 等の制度の活⽤を希望される場合、再認証審査を受審後、必要書類を作成の上、溶接管理技術者 再認証審査事務局ま
で返信⽤封筒を同封してお送りください。事務処理にお時間をいただく場合がございます。ご了承ください。 
 
 


